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板野町成人式
　１月13日（日）、平成31年板野町成人式が、
文化の館さくらホールで盛大に執り行われ
ました。該当者159名のうち、男性58名、
女性51名の計109名の新成人の方が出席さ
れました。
　振袖やスーツに身を包み会場に集まった
皆さんは、久しぶりに会う友人たちと写真
を撮ったり、思い出話に花を咲かせたり、
久しぶりの再会に笑顔が溢れていました。
　成人として新たなスタートを切るこの日
は、皆さんにとって、忘れられない思い出
になることでしょう。
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● 守ろう人権　みんなの幸せ ●
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● ごみの減量化・分別収集にご協力を ●

　１月13日（日）、文化の館さくらホールで、平成31年板野町成人式が執り行われました。
　式典では、玉井町長から「新成人の皆様は常に自分の将来像をしっかり見据え、柔軟に歩んでください」と�
式辞があり、来賓の方々からも温かい祝辞をいただきました。
　新成人代表の謝辞では、三

み
原
はら
菜
な
央
お
さんが「若さと行動力で、町の発展のために精一杯努力をしていきたい」と

決意を語りました。
　式典の後に、中学校時代の写真や恩師からのビデオレターがスクリーンに流れ、会場は拍手と歓声に包まれ
ました。

新成人を代表して謝辞を述べる三原菜央さん記念品を受け取る福井悠雅さん

共に汗を流した部活仲間と久しぶり会った友達と振り袖姿で記念撮影

みんなで並んで記念撮影

新成人
159名 １月13日おめでとうございます

平成31年板野町成人式
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● 人を傷つけるラクガキはやめましょう  ●

板　　野　　町　　議　　会　　だ　　よ　　り
●平成30年第４回定例会議案及び議決結果一覧表
　提出された議案を審議し、議案第１号から第14号を可決、第15号は否決となりました。

議案番号 議　　　　案　　　　名
議案第１号 板野町職員の給与に関する条例の一部改正について

徳島県の人事委員会勧告に基づき、民間給与との較差の解消のため、給与及び期末手当の改正を行うもの。

議案第２号 板野町財政調整基金条例の一部改正について
板野町財政調整基金の積立てについて、近年の現状に即した内容への改正を行うもの。

議案第３号 平成30年度　板野町一般会計補正予算（第５号）
既定の予算に7,749万3,000円を追加し、予算総額を70億3,809万1,000円とするもの。

議案第４号 平成30年度　板野町特別会計国民健康保険補正予算（第３号）
既定の予算に増減はなく、歳出科目の組替え補正をするもの。

議案第５号 平成30年度　板野町奨学金貸与事業特別会計補正予算（第１号）
既定の予算から414万7,000円を減額し、予算総額を497万4,000円とするもの。

議案第６号 平成30年度　板野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）
既定の予算に67万円を追加し、予算総額を1億6,612万7,000円とするもの。

議案第７号 平成30年度　板野町介護保険（保険事業）特別会計補正予算（第２号）
既定の予算に88万7,000円を追加し、予算総額を14億3,534万3,000円とするもの。

議案第８号 平成30年度　板野町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）
既定の予算から262万4,000円を減額し、予算総額を3億5,730万4,000円とするもの。

議案第９号 平成30年度　板野町水道事業会計補正予算（第1号）
既定の予算から21万2,000円を減額し、水道事業費総額を2億6,141万6,000円とするもの。

議案第10号 学校業務支援システムの共同化に関する事務委託について
地方自治法の規定により、県内統一のシステム開発委託に関しての規約を定め、徳島県へ事務を委託するもの。

議案第11号 板野町子どもはぐくみ医療費の助成に関する条例の一部改正について
平成31年４月１日より助成の対象年齢を15歳から18歳に改めるための条例改正をするもの。

議案第12号 平成30年度　板野町防災倉庫購入に係る契約の締結について
地方自治法及び条例の規定に基づき、契約の締結に議会の議決を求めるもの。

議案第13号 平成30年度　板野町学校給食センター配送車購入に係る契約の締結について
地方自治法及び条例の規定に基づき、契約の締結に議会の議決を求めるもの。

議案第14号 東徳島医療センターの充実・強化を求める意見書
地方自治法の規定による意見書を関係行政庁へ提出することに議会の議決を求めるもの。

議案第15号 2019年10月の消費税増税中止を求める意見書
地方自治法の規定による意見書を関係行政庁へ提出することに議会の議決を求めるもの。

●平成30年第２回臨時会議案及び議決結果一覧表
　11月７日に臨時会が開催され、提出された議案を審議し、すべて可決（同意）となりました。

議案番号 議　　　　案　　　　名
議案第１号 平成30年度　板野町一般会計補正予算（第４号）

既定の予算に3,906万2,000円を追加し、予算総額を69億6,059万8,000円とするもの。

議案第２号 町道路線の認定について
道路法の規定に基づき、町道の路線認定をすることに議会の議決を求めるもの。

議案第３号 教育長の任命に同意を求めることについて
任期満了に伴い、後任の教育長を任命することに議会の同意を求めるもの。

お問い合わせ　板野町議会事務局　☎６７２－５９９１
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● 受けようがん検診　受けよう特定健診  ●

　この議会だよりは、町民の皆様に議会の取組や活動をわかりやすくお知らせすることを目的として、広報活動
について議会議員全員で話し合い、定例会の状況や審議内容について掲載させていただいています。

板　　野　　町　　議　　会　　だ　　よ　　り

●平成30年第４回定例会一般質問
　12月10日の一般質問における質問者と質問内容は､ 次のとおりです｡

質問順 質　問　者 質　問　事　項 質　問　の　要　旨

１ 天羽 生美 議員

1.板野町の
　　　臨時職員について

2.防災訓練について

①�臨時職員の比率が３割を超え、４割に近づいているが
正すべき状態とは考えないか。
②�公務員の定数を決める義務的な法規などはあるのか。
③�賃金や手当の支給について正職員との均衡がとれてい
ると考えるか。
④�臨時職員の待遇改善について考えていることはあるか。

①�ことしの訓練のねらいは何で、何か所、どんな訓練を
したか。参加数は。（簡潔に）
②どんな成果があったと考えるか。
③�自主防は自主的な組織だが、災害時に役に立つ組織に
するためどんなことを考えているか。

２ 石田 　実 議員

1.町営住宅について

2.大坂口御番所の
　　　暑さ対策について

①家賃減免基準を明確に具体化してはどうか。
②�入居者から家賃納付相談あれば、関係機関と連携して
いるか。
③�長期入居者のふすま・たたみの取替えなどしてはどうか。

①クーラーの設置をしてはどうか。

●平成30年第４回定例会並びに会議の開催状況について
　平成30年第４回定例会を平成30年11月27日から12月11日までの15日間の日程で開催しました。

日　付 会　　議　　名 会　　議　　内　　容
11月16日 議会運営委員会 第４回定例会開催協議

11月27日
本会議

開会､ 会議録署名議員の指名､
会期の決定､ 上程議案等の報告
町長の提案理由の説明

全員協議会 事業内容報告､ その他

12月３日 産業建設常任委員協議会 議案審査並びに所管事項調査

12月４日 総務文教常任委員協議会 議案審査並びに所管事項調査

12月５日 厚生常任委員協議会 議案審査並びに所管事項調査

12月10日
本会議 一般質問（会期日程の変更）

議会運営委員会 追加議案協議

12月11日 本会議 議案審議､ 追加議案審議､ 閉会
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● 守ろう人権　みんなの幸せ  ●

＊＊＊＊＊＊ 板野町子育て相談窓口 ＊＊＊＊＊＊
　板野町では、子どもを安心して産み育てることができるよう、多様な子育て支援事業を実施し、子育ての充実
を図っております。子育てに関することは、下記担当課まで、お問い合わせください。

事　業　名　等 事　業　内　容 担　当　課

妊　　　　　娠 ◦母子手帳の交付
◦妊婦一般健康診査

健康相談室
　☎672－5580

出　　　　　産 ◦出生届（14日以内） 住民課（戸籍係）
　☎672－5985

育児支援（健康支援）
◦乳幼児健康診査
◦予防接種
◦乳児家庭全戸訪問事業
◦養育支援訪問事業

健康相談室
　☎672－5580
福祉保健課
　☎672－5986

育児支援（給付制度）
◦児童手当
◦�子どもはぐくみ医療費助成（０歳～義務教育終了までの児童の
医療費無料）　※平成31年4月から変更あり（２ページ参照）

住民課
　☎672－5984

保　　　　　育

◦保育園：８ヶ月を経過した次の月から入園可。
◦保育園保育料：無料
◦延長保育（月曜日～金曜日）
　　　　　　16：30 ～ 19：00
◦土曜保育　 7：30 ～ 18：15
　（就労している方で、事前申請必要）

板野保育園
　☎672－2101
住民課
　☎672－5984

地域子育て支援センター ◦保育園・幼稚園を利用していない未就学児童が対象。
　無料。

地域子育て支援センター
　☎672－7171

保育園の一時保育 ◦町内に居住する１歳６カ月以上の未就学児童が対象。有料。 板野保育園
　☎672－2101

教　　　　　育
◦幼稚園：４月１日現在、満年齢４歳児（大坂分園は３歳児）
　　　　  及び５歳児より入園可。
◦幼稚園授業料：無料

教育委員会
　☎672－0136

幼稚園の預かり保育 ◦月曜日～金曜日　13：00 ～ 18：00
◦長期休暇中　　　 8：00 ～ 18：00

教育委員会
　☎672－0136

児　　童　　館

◦幼児から義務教育終了までの児童が対象。
　（ただし、４歳以下の幼児は保護者同伴）
◦（開館日等）
　月曜日～金曜日　9：30 ～ 18：15
　第１・第３土曜日、各幼稚園・小学校の代休日及び長期休業中（夏休み等）
　　　　　　　　　8：30 ～ 18：15

東児童館
　☎672－3651
西児童館
　☎672－6060
南児童館
　☎672－0113
社会福祉協議会
　☎672－0051

放課後子供教室 ◦小学生を対象とした希望参加型の放課後の居場所づくり
◦毎週木曜日等

教育委員会
　☎672－0136

ファミリーサポート
センター

◦�子育ての援助を受けたい人と援助を行いたい人が会員となり、
保育施設への送迎や外出の際の子どもの預かりなどの子育て家
庭の支援を地域で相互援助する組織。
◦依頼会員：0歳～小学校6年生までの子育ての応援を受けたい人。
◦有料

住民課
　☎672－5984
板野東部ファミリー
サポートセンター
　☎693－3033

病児保育事業
◦�乳幼児又は小学校に就学している児童が病気中や快復期にあ
り、就労等で家庭で看病できないときに一時的に病児保育施設
で預かる事業。
◦有料

住民課
　☎672－5984

ひとり親家庭支援等 ◦児童扶養手当・ひとり親家庭医療費助成
◦特別児童扶養手当

住民課
　☎672－5984

子育て短期支援事業
◦�家庭において子どもを養育することが一時的に困難になった場
合などに養護施設等において、一定期間養育・保護を行う事業。
◦有料

住民課
　☎ 672－5984

要保護児童等 ◦児童虐待
◦要保護児童に関する相談等

住民課
　☎ 672－5984
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● ごみは町指定袋に入れて出しましょう  ●

申し込み・お問い合わせ　板野町教育委員会　☎６７２－０１３６

～ ふるさと巡行バス ～
　「ふるさと巡行バス」の、３月コースのご案
内です。
　３月は、馬

あ せ び
酔木の花が見ごろになる大坂あ

せび公園へ巡り、町の防災施設や町内にある
県立施設、スポーツ施設をご案内します。
　板野町の「いま」と「むかし」に触れることが
できるコースです。ぜひご参加ください。

運 行 日 時　３月24日（日）
　　　　　　午前９時45分～午後３時頃
参　加　費　無料
発 着 場 所　役場前
持ってくる物　お弁当、飲み物
服　　　装　動きやすい服、運動靴
　　　　　　※�「遍路道の体験」では山道を

15分程度歩きます。
募 集 人 数　20名
申 込 締 切　３月１日（金）
※申込み多数の場合は抽選といたします。
※�参加者が10名に達しない場合、運行を中止
することがあります。

　コ ー ス　
◆ コミュニティ消防センター
◆ ３番札所・金泉寺
◆ 備蓄倉庫
◆ 県立総合教育センター
◆ 学校給食センター
◆ 県立埋蔵文化財センター
◆ 大坂口御番所跡
◆ あせび公園（昼食場所）
◆ あせび温泉
◆ 犬伏蔵佐谷瓦経塚
◆ スポーツビレッジ
◆ あすたむらんど
◆ 藍染庵
◆ ４番札所・大日寺
◆ ５番札所・地蔵寺
◆ 遍路道の体験
◆ 愛染院
◆ 振袖地蔵
◆ 岡上神社

　法務省では、出生の届出がされて
おらず、無戸籍となっている方々につ
いて、戸籍に記載されるための手続
案内をするなど、様々な取組を行って
います。
　全国の法務局（支局）及び市町村の
戸籍窓口では、無戸籍解消のための
相談を受け付けていますので、まずは
ご連絡ください。

お問い合わせ
　徳島地方法務局　　☎６２２－４８２４
　役場住民課戸籍係　☎６７２－５９８５

『ふわふわシフォンケーキ作り』
日　時　２月25日(月)　午前10時～11時30分
場　所　藍住町勤労女性センター1階　料理実習室
準　備　エプロン、三角巾、ふきん
対　象　ファミリー・サポート事業に関心のある方
定　員　大人20名　（応募多数の場合は抽選）
参加費　100円（直径９センチの型一台持ち帰り）
※託児はありません

お申し込み・お問い合わせ
　板野東部
　ファミリー・サポート・センター
　☎693-3033

戸籍に記載されて
いない方へ　　　

板野東部ファミリー・サポート・センター
よっといDay!!
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● 受けようがん検診　受けよう特定健診  ●

　ご予約の受付は、ご相談希望日の１ヶ月前から前日まで！
　予約状況によっては、ご希望日・ご希望時間帯のご予約をお受け
できない場合もありますので、早めのご予約をお願いします。

ご予約いただくと・・・
　①お客様のご都合にあわせて、スムーズに相談できます！
　②相談内容にあったスタッフが事前に準備のうえ、丁寧に対応します！
　③予約相談の実施時間帯　�午前8時30分～午後4時(月～金曜日)
　　　　　　　　　　　　　午前9時30分～午後3時(土曜開所日)※
　　　　　　　　　　　　　午前8時30分～午後6時(延長開所日)※
　　※土曜開所日及び延長開所日について、一部の年金相談センター（オフィス）では、予約相談を行っておりません。

［予約相談］　ご予約、お問い合わせは、ねんきんダイヤルもしくは徳島北年金事務所までお気軽に。
　　　　　　予約受付専用電話　☎0570-05-4890　　徳島北年金事務所　☎655-0200

年金事務所での年金相談は予約制が便利!
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● ごみの減量化・分別収集にご協力を ●

お元気ですか 保健師です。お元気ですか 保健師です。お元気ですか 保健師です。お元気ですか 保健師です。お元気ですか 保健師です。お元気ですか 保健師です。
高齢者用肺炎球菌ワクチン予防接種について

　高齢者用肺炎球菌ワクチン予防接種の平成30年度接種対象の方は、接種期限が₃月31日となってい
ます。接種がまだの方で接種を希望する方は、期間内にお受けください。
（期間内に接種できなかった場合は全額自己負担になります。）

1、平成30年度接種対象者（ただし、接種時に板野町に住民登録がある方）
①　平成30年度に次の年齢になる方

年齢 対　象　年　月　日
65歳 昭和28年４月２日生　～　昭和29年４月１日生の方
70歳 昭和23年４月２日生　～　昭和24年４月１日生の方
75歳 昭和18年４月２日生　～　昭和19年４月１日生の方
80歳 昭和13年４月２日生　～　昭和14年４月１日生の方
85歳 昭和８年４月２日生　～　昭和９年４月１日生の方
90歳 昭和３年４月２日生　～　昭和４年４月１日生の方
95歳 大正12年４月２日生　～　大正13年４月１日生の方
100歳 大正７年４月２日生　～　大正８年４月１日生の方

②�　接種日において60歳以上65歳未満の方で心臓、腎臓もしくは呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウ
イルスによる免疫の機能に障害を有する方→（福祉保健課へ申請が必要です。）

※すでに一度でも高齢者用肺炎球菌ワクチンを接種されたことのある方は、再接種による注射部位の
疼痛・紅斑・硬結などの頻度や重症度が増すため定期接種の対象外となります。

※�高齢者用肺炎球菌ワクチンの予防接種は、該当する年度に65歳・70歳・75歳・80歳・85歳・90歳・95
歳･100歳となる方が１人１回対象となります。

※�予防接種は予約制とします。予防接種を受けるときは県内の契約医療機関に電話予約してから高齢
者用肺炎球菌ワクチン予診票をもって受診してください。

※�高齢者用肺炎球菌ワクチンの予診票は、平成30年５月に今年度の対象の方に郵送しています。なく
した方は、再発行いたしますので、福祉保健課へ申請してください。

2、接種料金：4,000円（生活保護世帯に属する方は免除）

3、接種を受けることができる医療機関：県内の契約医療機関

お問い合わせ

役場福祉保健課　☎６７２－５９８６
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● 人を傷つけるラクガキはやめましょう ●

板野町ホームページhttp://www.town.itano.tokushima.jp/

高齢者世帯在宅生活支援事業について

　板野町が発注する物品購入等の契約に係る入札に参加を希望する方は、次のとおり一般競争入札（指
名競争入札）参加資格審査申請書（物品等）を提出してください。
●受付期間：平成31年₂月₁日（金）～平成31年₃月29日（金）ただし、随時受付もいたします。
●提出場所：板野町役場総務課
●提出方法：持参または郵送
【持参の場合】受付時間は、午前₈時30分から午後₅時15分まで（時間外及び、土曜日並びに日曜日、
　　　　　　祝祭日を除く）
【郵送の場合】受領書が必要である場合は、返信用として82円切手を貼った封筒、
　　　　　　もしくはハガキを同封してください。
◉有効期間：2019（平成31年）₄月₁日～2021年₃月31日
●問い合わせ・提出先
　〒779－0192 徳島県板野郡板野町吹田字町南22番地₂
　板野町役場総務課 ☎088－672－5980
　提出書類等詳細は、板野町ホームページに掲載しています。

　高齢者が在宅で自立した生活を継続して送れるよう、在宅生活支援を目的とした事業を行っています。

【配食サービス】
　　家族等による支援が受けられず、虚弱等により調理

が困難な高齢者のみの世帯を対象に、希望曜日の夕食
が配達されるサービスです。

　　安否確認も兼ねているため、必ず手渡しとなります。
　　利用者負担は、₁食500円が必要です。
　　配達は月曜日～土曜日の希望する曜日ですが、状況

調査により決定となるため希望通りの日数とならない
場合もあります。

【緊急通報装置設置事業】
　　在宅での急病や転倒などに不安のある高齢者のみの

世帯を対象に、固定電話へ取り付ける緊急通報装置を
貸出しています。

　　緊急通報時にはコールセンターへ繋がり、協力員へ
状況確認の依頼や救急車の要請をしてくれます。

　　利用の際には、緊急時に自宅を訪問してもらう協力
員を近所の方など₂名以上を探す必要があります。

お問い合わせ
　役場福祉保健課 ☎672－5986

平成31・32年度定期受付分
一般競争入札（指名競争入札）参加資格審査申請書（物品等）の

受付について

万が一の時にボタンひとつで、
自動的にベルセンターに
つながるシステムです。

ベルセンターは24時間365日、いつでも
状況に合ったサービスが受けられます。

ベルセンター緊急通報装置

NTT回線を
使った
双方向通信
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● 受けようがん検診　受けよう特定健診 ●

板野町まちづくり女性の会主催
第8回

「桃の節句
ひなまつり」

防災行政無線を使った全国一斉の情報伝達訓練を実施します
2月20日（水）午前11時頃に実施します

　板野町では、地震や武力攻撃などが起こった時に、全国瞬時警報システム（Jアラート）（※）から送られ
てくる国からの緊急情報を確実に皆様へお伝えするため、情報伝達訓練を行います。

　町内49カ所に設置してある防災行政無線屋外スピーカー及び個別受信機から、一斉に放送されますので、
本当の災害とお間違えのないようご注意ください。

【日　時】₃月₂日（土）午後₁時～₃時30分
【場　所】板野町民ふれあいプラザ
【内　容】エシカル紙芝居、フリーマーケッ
　　　　ト、特産品やハンドメイドの販売、
　　　　おもちなげ等
☆会場には、ひな人形を飾ります。
　皆様のご来場をお待ちしております。

【お問い合わせ】まちづくり女性の会事務局
　（板野町教育委員会内）
　☎672－0136

注）板野町以外の地域でも、全国的に情報伝達試験が実施されます。

（※）Ｊアラートとは、地震・津波や武力攻撃などの災害時に国から送られてくる
緊急情報を、人工衛星などを活用して瞬時に情報伝達するシステムです。

【お問い合わせ】役場総務課　☎672－5980

情報伝達手段 放　送　内　容

防災行政無線
「（上り４音チャイム）
＋（これは、J アラートのテストです。）×３
＋（こちらは、防災板野町役場です。）
＋（下り４音チャイム）
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月
二
十
九
日

（
金
）ま
で

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

【
保
険
期
間
】

　

二
〇
一
九（
平
成
三
十
一
）

年
四
月
一
日
午
前
〇
時
か
ら

二
〇
二
〇
年
三
月
三
十
一
日
午

後
十
二
時
ま
で

※
今
月
号
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ

（
加
入
依
頼
書
）に
詳
細
記
載

が
あ
り
ま
す

お
問
い
合
わ
せ

　
役
場
総
務
課

　
☎
六
七
二–

五
九
八
〇

平
成
三
十 

一 

年
度

町
民
交
通
傷
害

保
険
加
入
者
募
集

町
民
交
通
傷
害

保
険
加
入
者
募
集

【日　　　程】₃月16日（土）
※小雨決行・雨天時は₃月17日に延期
【受　　　付】午前₈時
【ゲーム開始】午前₉時30分
【場　　　所】田園パーク町民スポーツガーデン
【参　加　対　象】小学生の方から参加できます。
　　　　　　参加選手は組合せで₁チーム₅～₆名で編成
　　　　　　します。
【申　込　締　切】₃月₁日（金）
【お問い合わせ】
　板野町東支部　　稲垣　　敏　　☎672-1842
　ぴょん太クラブ　髙原　惠次　　☎672-2051
　板野町西支部　　久米　　守　　☎672-2385
　板野町南支部　　晃曻　　勝　　☎672-0864
　板野町Ｇ・Ｇ協会　責任者
　吉井　輝夫　　☎090-5913-1161

第29回
板野ライオンズクラブ杯
グラウンド・ゴルフ大会
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≪消費者トラブル最新情報≫
大手宅配業者からのお届け不在メール（ＳＭＳショートメッセージサービス）に注意!!

【情報】
　大手宅配業者からお届け不在メールが届いた。ＵＲＬ（ホームページなどのアドレス）が添付され
ており、それをタップすると、アドレスや電話番号を入力する画面になった。
荷物が届く覚えはないのだが、返信してよいのだろうか。

【アドバイス】
　宅配便などの場合、あまり疑わないですぐに連絡してしまいがちですが、
自分に荷物が届くような覚えがない、また、不在連絡のサービス登録（宅配業
者それぞれの行う独自サービスにあらかじめ登録すること）をしていなければ
不審だと思いましょう。ＵＲＬに入っていくと、偽サイトに誘導されて、相手にアドレスなどの個人
情報を伝えてしまうだけでなく、登録してしまうと利用料の請求や、悪質な場合はアドレスを乗っ取
られて悪用される場合があります。
①宅配業者がＳＭＳで不在通知をすることはありません（宅配が本当かなど確かめたい場合は、自分
で調べた業者の連絡先に確認しましょう）
②どのような場合でも、個人情報（メールアドレスや電話番号など）を入力する場合は十分注意しまし
ょう。

〈相談受付時間〉月曜日～金曜日　午前₉時～午後₃時 ※土・日・祝日・年末年始はお休みです。
12月の相談件数は32件でした。

 板野町消費生活相談所　☎６７２-６
むつとしたら救急！

０９９　FAX６７２-１１１３　
フリーダイヤル

０１２０-７
な

８
や

３
み

-５
いつもないない

７７

　防災・減災に役立つ知識を学ぶことにより、
自己啓発と災害時に活躍できる人材を育成す
ることを目的に講座を開催します。
　ボランティア活動に関心をお持ちの方はお
気軽にご参加ください。
日　　時：₂月19日(火)
　　　　　午前₉時30分～午前11時20分
場　　所：板野町町民センター１階　多目的ホール
対　象　者：板野町内在住者または勤務地が板野町内の方
参　加　費：無料
募集人員： 60名（先着順）
申込締切： ₂月15日（金）
講習内容：●講習① 「板野町総合防災マップについて」（15分）
　　　　　　　　 　説明者：板野町職員（防災担当）
　　　　　●講習② 演題「ボランティア活動について～被災地での
　　　　　　　 　   ボランティア活動を通して～」（60分）
　　　　　　　 　   講　師：四国大学文学部国際文化学科准教授
　　　　　　　 　 　　　　  マーク・グレアム・フェネリー氏
　　　　　●非常食の試食
申し込み・お問い合わせ
　板野町社会福祉協議会（板野町町民センター内）
　☎672–0051　FAX672–5894

平成30年度板野町ボランティアスクール＜受講者募集＞

災害、防災・減災ボランティア講座

　板野町消費生活相談所では消費
者問題の寸劇を収録した啓発ＤＶ
Ｄを作成しました。
　町老人クラブ連合会女性部ボラ
ンティア劇団「さゆりーず」の₄名
が阿波弁でわかりやすく演じてい
ます。
　各種団体(一般等）に無料で貸し
出しますので、地域や団体の会合
などぜひご利用ください。

【お問い合わせ】
　板野町消費生活相談所
　☎672–6099

消費者トラブル寸劇

「リサイクル何でも
買い取りますの巻」
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● ごみは町指定袋に入れて出しましょう ●

　12月16日（日）、町民センターにて親子のクッキング教室を板野町ふるさと味づくり研究会との共催で行いま
した。
　当日は、14組39名の親子が参加し、子どもたちはお父さんやお母さんに手伝ってもらいながら、米粉を使っ
たスポンジケーキに楽しくデコレーションをし、クリスマスケーキを作ることができました。
　今年は、有機栽培のココア、
無農薬栽培の板野町産ブル
ーベリー、自然栽培のキウイ
を使用することで、エシカル
消費の啓発も行いました。
※エシカル消費とは、人や社会、地域
　や環境などに配慮した消費をするこ
　とです。

ハンドベルを一緒に演奏しました

　12月15日、文化の館視聴覚室でボランティアグループぽ
けっとによるお話会が開催されまし
た。大勢の親子連れが、ハンドベル
の演奏や紙芝居、影絵「ねずみくんの
チョッキ」などの出し物を楽しみまし
た。参加者みんなで号令に併せて動
く、サンタさんの振りマネ遊びも盛
り上がりました。

お話会のクリスマス会

いろどり親子クッキング教室
～米粉のクリスマスケーキ作り～

青少年健全育成板野町民会議　板野町子どもを守る会 主催

『長なわとび大会＆つな引き交流会』
　12月₈日（土）健康の館で青少年の健全育成を目的とし、26チーム167
名の幼稚園児から大人までの参加のもと「長なわとび大会＆つな引き交
流会」が開催されました。
　長なわとび大会は、₅分の間（中学生は₃分）につまらずに跳んだ回数
と跳んだ人数を掛け合わせた得点を競い合いました。

長なわとび大会の順位

優　勝　はみさいこうー！　【₅人 189回945点】
準優勝　りく丈夫！　【₆人 78回468点】
第₃位　スキッパーずギャラクシー　【₄人 98回392点】
　引き続き、子どもの部・大人の部に分けてつな引き交流会をおこない
ました。どの子も一生懸命つなを引いていました。また大人の部では、
全力で競技をする姿に、子ども達は大きな声で応援をしていました。会
場は終始活気に満ち充実した１日となりました。

つな引き交流会

長なわとび大会優勝 はみさいこうー！
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入札結果をお知らせします

平成30年12月6日入札
番号 工　事　名 工事箇所 業者名 担当課 金額（税込み） 落札率 備考

1 平成30年度　公共施設等適正管理推進事業
舗装工事

板野町大寺
第１工区 （株）月岡組 建　設　課 5,532,840円 86.39%

2 平成30年度　公共施設等適正管理推進事業
舗装工事

板野町大寺
第２工区 小川土木（有） 建　設　課 5,350,320円 86.61% 抽選

３ 平成30年度　町単独土木事業　舗装工事 板野町唐園
唐園橋南外１件（有）吉建 建　設　課 1,794,960円 86.56%

４ 平成30年度　町単独土木事業　舗装工事 板野町羅漢
宮崎宅の所外１件（株）吉岡組 建　設　課 1,867,320円 86.88%

５ 平成30年度　町単独土木事業　舗装工事 板野町西中富
山本宅東外２件（有）山本建設 建　設　課 2,044,440円 86.83%

平成30年12月6日入札
番号 委託業務名 委託業務箇所 業者名 担当課 金額（税込み） 落札率 備考

1 平成30年度板野町公共下水道　川端4工区管渠
詳細設計業務 板野町川端 （株）フジタ建設

コンサルタント 下水道課 6,696,000円 89.99%

平成30年12月14日入札
番号 工　事　名 工事箇所 業者名 担当課 金額（税込み） 落札率 備考

1 平成30年度板野町公共下水道　大坪15工区管
渠築造工事 板野町犬伏 （有）山本建設 下水道課 12,441,600円 86.81%

2 平成30年度板野町公共下水道　岡山路24工区管
渠築造工事 板野町大寺 （有）栄建設 下水道課 9,642,240円 86.60%

板
野
郡
チ
ー
ム
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績
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● ごみの減量化・分別収集にご協力を ●

板野ぴょん太スポーツクラブ

プログラムの詳細につきましては、板野ぴょん太スポーツクラブ（☎635－4828）へお気軽にお問い合わせください。

日 月 火 水 木 金 土
2/1
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

2
Ｊｒテニス教室 
中級テニス教室
チアダンス教室（南公） 

3 4 5
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

6
さわやかテニス
楽しいテニス
ピンポンクラブ（体セ）

7
ショートテニス
楽しいテニス

8
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

9
Ｊｒテニス教室 
中級テニス教室

10 11 12
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

13
さわやかテニス
楽しいテニス
ピンポンクラブ（体セ）

14
ショートテニス
楽しいテニス

15
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

16
Ｊｒテニス教室 
中級テニス教室
チアダンス教室（南公） 

17 18 19
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

20
さわやかテニス
楽しいテニス
ピンポンクラブ（体セ）

21
ショートテニス
楽しいテニス

22
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

23
Ｊｒテニス教室 
中級テニス教室
チアダンス教室（南公） 

24 25 26
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

27
さわやかテニス
楽しいテニス
ピンポンクラブ（体セ）

28
ショートテニス
楽しいテニス

3/1
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

2
Ｊｒテニス教室 
中級テニス教室
チアダンス教室（南公） 

　板野町社会福祉協議会に「くらしサポートセンター」を開設しております

〈相談のながれ〉
　まずは、困っていることを話してください。相談内容から適切な対応方法を判断します。
　支援員が一緒に課題を整理し、利用できる制度のご案内や解決に向けた支援を関係機関と連携しな
がら行います。
受付時間　月～金曜日 午前₉時～午後₅時（土・日・祝・年末年始をのぞく）
お問い合わせ　くらしサポートセンター板野（板野町社会福祉協議会内）
　　　　　　　☎672－0051　FAX672－5894

～生活の困りごと、ひとりで抱え込まずに、
まずはご相談ください～

◇相談内容◇
・長く引きこもり状態が続いている
・社会へのかかわりに不安がある
・働きたいが高齢などの理由で、なかなか仕事が見つからない
・悩むばかりで、どこに相談したらいいかわからない
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● 人を傷つけるラクガキはやめましょう ●
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は
、
こ
の
井
上
書

房
の
覆
刻
・
刊
行
に
際さ
い

し
、
次
の

よ
う
に「
序
文
」で
書
き
の
こ
し
て

い
る
。

　

一
宮
松
二
君（
一
宮
松
次
）、
日

本
は
―
そ
し
て
わ
が
徳
島
県
は
井

上
書
房
を
生
み
、
い
ま
僕
た
ち
が

出
し
て
い
た
あ
の「
郷
土
阿
波
」を

全
一
巻
に
し
て
翻
刻
出
版
し
て
く

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
。

　

赤
・
緑
の
け
ば
け
ば
し
い
屋
根

の
色
も
近
ご
ろ
黒
ず
ん
だ
色
に
な

り
か
け
た
し
、
女
の
子
の
ス
カ
ー

ト
も
も
と
へ
戻
り
出
し
た
。

　

思
え
ば
わ
れ
わ
れ
が「
郷
土
阿

波
」と
い
う
雑
誌
を
や
ろ
う
と
狂

奔
し
た
の
は
昭
和
十
年
ご
ろ
、
太

平
洋
戦
争
の
胎
動
期
で
あ
っ
た

ね
。
僕
が
火
付
け
役
、
君
が
薪
を

集
め
た
り
、
あ
の
女
子
師
範
の
郷

土
研
究
室
を
根
城
に
し
て
女
子
師

範
の
生
徒
さ
ん
達
に
手
伝
っ
て
も

ら
っ
て
獅
子
奮
迅
の
苦
労
し
、
資

金
は
飯
田
義
資
、
福
田
芳
明
そ
の

他
知
友
を
口
説
き
お
と
し
て
何
と

か
出
来
た
が
十
六
号
で
や
め
た
ね
。

　

と
に
か
く
僕
も
齢
七
十
七
の
夕

暮
に
及
ん
で
こ
う
ゆ
う
朗
報
に
遭

い
よ
ろ
こ
び
何
と
も
い
え
ぬ
。

　

覆
刻
さ
れ
た「
郷
土
阿
波
」

は
、
昭
和
十
一（
一
九
三
六
）年
七

月
の
創
刊
号
か
ら
、
昭
和
十
三

（
一
九
三
八
）年
十
月
ま
で
第
十
六

号
ま
で
刊
行
の
、
十
六
冊
と
な
っ

て
い
た
。

　

こ
の
十
六
冊
の「
郷
土
阿
波
」

を
、
上
・
下
二
巻
に
お
さ
め
刊
行

し
た
。

　

そ
の
頃
の
阿
波
郷
土
会
の
郷
土

史
研
究
会
会
員
、
そ
し
て「
郷
土

阿
波
」の
執
筆
者
を
み
る
と
、
か

つ
て
の
錚そ
う

々そ
う

と
し
た
阿
波
の
郷
土

史
界
で
活
躍
し
、
郷
土
史
研
究
の

基
礎
を
き
ず
い
た
方
々
が
、
そ
の

名
を
つ
ら
ね
て
い
る
。

　
「
郷
土
阿
波
」に
は
、
当
時
の
郷

土
史
歴
史
研
究
家
の
さ
ま
ざ
ま
な

研
究
成
果
が
の
こ
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
成
果
は
、
も
う

現
在
で
は
の
こ
し
え
な
い
貴
重
な

研
究
の
数か
ず
か
ず々

で
あ
る
。

　

か
つ
て
板
野
町（
旧
板ば
ん

西ざ
い

町
）の

教
育
長
を
歴
任
し
た
郷
土
史
家

一い
ち
の
み
や宮

松ま
つ

次つ
ぐ

の
、研
究
の
足
跡
も「
郷

土
阿
波
」か
ら
、
辿
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

と
く
に「
郷
土
阿
波
」が
貴
重
な

史
料
と
し
て
の
こ
し
て
い
る
の

は
、
か
つ
て
の
郷
土
史
家
の
研
究

成
果
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
下
巻

に
残
さ
れ
た
庚こ
う

午ご

事じ

変へ
ん（「
稻
田
騒

動
」と
も
い
う
）の
史
料
で
あ
ろ

う
。

　

幕
末
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時

代
に
移う
つ

る
時
代
の
、
陣じ

ん

痛つ
う

期
に
起

き
た
不
幸
な
事
件
が
、
庚
午
事
変

だ
っ
た
。
こ
の
事
変
は
、
か
つ
て

の
徳
島
本
藩
と
、
淡
路
と
の
確
執

が
事
件
と
な
っ
た
。

　

そ
の
事
変
の
貴
重
な
史
料
が
、

こ
の
覆
刻「
郷
土
阿
波
」に
の
こ
さ

れ
た
。

　

史
料
に
は
、「
庚
午
事
變
研
究
の

栞
し
お
り

」、「
庚
午
事
變
心

こ
こ
ろ
お
ぼ
え覺
」、「
淡
路
方

面
よ
り
見
た
る
稻
田
騒
動
」、「
庚

午
志
士
遺
草
」、「
稻
田
騒
動
」、「
徳

島
藩
紛ふ
ん

優そ
う

始
末
」が
掲
載
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
に
貴
重
な
史
料
で
あ

る
。

　

こ
う
し
た
郷
土
の
歴
史
史
料

を
、
埋
も
ら
せ
る
こ
と
な
く
、
覆

刻
・
刊
行
し
て
後
世
に
の
こ
し
た
、

井
上
凉
男
さ
ん
が
、
わ
が
板
野
町

に
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
、
こ
こ

に
記
録
し
、の
こ
し
て
お
き
た
い
。

　「
郷
土
阿
波
」覆ふ

っ

こ

く刻
・
刊
行
す

「郷土阿波」上・下二巻

九
十
五
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● 受けようがん検診　受けよう特定健診 ●

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

親 

の 

氏 

名

子 

の 

名

住
　
所

性 

別

矢
　
野
　
　
　
航

・

嘉
　
子

乃ノ

愛ア

矢

武

女

樽
　
谷
　
勝
　
志

・

紗
也
可

旺オ

虎ト

西
中
富

男

山
　
本
　
真
　
純

・

可
南
子

暁ア
キ

斗ト

那

東

男

三
　
宅
　
久
　
純

・

夏
　
生

航コ
ウ

聖セ
イ

大

寺

男

高
　
橋
　
康
　
夫

・

麻
奈
美

歩ア
ユ

夢ム

大

寺

男

佐
々
木
　
　
　
涼

・

美
沙
子

莉リ

子コ

大

寺

女

藤
　
田
　
祥
　
平

・

遥
　
香

倖サ
チ

寧ネ

大

寺

女

妹
　
尾
　
知
　
裕

・

地
　
恵

津ツ

寧ネ

那

東

女

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

氏
　
　
　
名

年 

齢

住 

所

氏
　
　
　
名

年 

齢

住 

所

田
　
中
　
則
　
雄

92

矢
武

山
　
内
　
宏
　
文

65

古
城

明
　
松
　
道
　
子

92

大
寺

中
　
村
　
　
　
治

82

吹
田

橋
　
羽
　
喜
　
代

88

羅
漢

扶
　
川
　
　
　
薫

92

犬
伏

米
　
澤
　
溢
　
夫

83

吹
田

石
　
川
　
　
　
寬

94

川
端

寒
　
川
　
於
　
德

98

唐
園

岩
　
田
　
清
　
子

90

那
東

原
　
田
　
喜
代
子

93

吹
田

豊
　
富
　
重
　
理

88

吹
田

ご
結
婚
お
祝
い
い
た
し
ま
す

夫 

の 

氏 

名

住
　
所

妻 

の 

氏 

名

住
　
所

岩

金

祐

樹

吹

田

楠

本

琴

乃

吹

田

中

島

健

太

大

寺

宮

田

優

美

吉
野
川
市

樽

谷

勝

志

西
中
富

森
　
本
　
紗
也
可

西
中
富

東地区 西地区 南地区 合　計 前月比

男 3,613 1,239 1,664 6,516 △ 10

女 4,003 1,344 1,678 7,025 △ 12

合　計 7,616 2,583 3,342 13,541 △ 22

世　帯 3,236 1,065 1,345 5,646 △ 7

人口のうごき

平
成
31
年
１
月
25
日
現
在

★日時： 2月22日（金） 午後₇時30分～
★場所：田園パーク健康の館アリーナ内
★種目：ラージ卓球・ソフトバレー
※参加無料　※準備物：室内シューズ
※町広報のため写真等を撮影することをご了承ください。
※ラケットには限りがございますので、ラケットをお持ちの方
　はご持参ください。

ファミリースポーツの
ご案内

●お問い合わせ● 板野町教育委員会 ☎672-0136
　　　　　　　　 板野町健康の館　 ☎672-3333

なぞなぞ問題：
　どれだけ広い玄関でもせまくなるのは
　くつをいくつ置いた時？
　（答えは次回のファミリースポーツの広報に
　 掲載します。）
☆（1月）なぞなぞ問題のこたえ☆
　クスノキ
　（笑う木があるってさ　その木の名前ってなぁに？）

2月2月 第 回7

いたの童謡と
わらべ歌のつどい

　遠い昔から歌い継が
れてきた童謡、わらべ
歌、叙情歌。優しい歌
声や演奏で懐かしい時
代へといざなってくれることでしょう。
ぜひ、お越しください。

日　時 ₂月17日(日)
　　　 午後₁時から
場　所 板野町文化の館
　　　 さくらホール
ゲスト 徳島少年少女合唱団
お問い合わせ
　板野町文化の館 ☎672-5888
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● 守ろう人権　みんなの幸せ ●

あ
な
た
の
行
事
を
書
き
込
ん
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 Ca

le
nd

ar
日

曜
日

行　

事
／
事　

業

５

火

お
な
か
シ
ェ
イ
プ
運
動
教
室（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

６

水

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時

心
配
ご
と
児
童
・
福
祉
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
１
時
30
分
～
４
時（
受
付
３
時
30
分
ま
で
）

7

木

つ
く
し
の
会（
東
公
会
堂
）　

午
後
２
時
～
３
時

8

金

9

土

10

日

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

11

月

建
国
記
念
の
日

12

火

男
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室(

町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
12
時

13

水

２
歳
児
歯
科
健
診（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

受
付
午
後
１
時
～
１
時
30
分

心
配
ご
と
行
政
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
１
時
30
分
～
４
時（
受
付
３
時
30
分
ま
で
）

巡
回
職
業
相
談（
東
公
会
堂
）　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

14

木

は
ら
ぺ
こ
ク
ラ
ブ（
東
公
会
堂
）　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

15

金

脳
若
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時

16

土

お
話
し
会（
文
化
の
館
・
図
書
館
）　

午
後
２
時
30
分
～
３
時

日

曜
日

行　

事
／
事　

業

１

金

つ
く
し
の
会　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

２

土

３

日

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム（
鳴
門
）　

午
後
２
時
〜

４

月

脳
若
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時

５

火

お
な
か
シ
ェ
イ
プ
運
動
教
室（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

６

水

啓
蟄

幼
児
聴
力
検
査（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

受
付
９
時
～
９
時
15
分

心
配
ご
と
児
童
・
福
祉
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
１
時
30
分
～
４
時（
受
付
３
時
30
分
ま
で
）

7

木

8

金

9

土

10

日

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム（
鳴
門
）　

午
後
２
時
〜

2

3

月

月
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● ごみは町指定袋に入れて出しましょう ●

担
当
時
間

　

平
日
：
18
時
～
22
時

　

休
日
：
９
時
〜
22
時

担
当
時
間
以
外
の
深
夜
の
救
急

　
北
島
町
　
き
た
じ
ま
田
岡
病
院
（
全
日
対
応
で
す
が
、
確
認
す
る
こ
と
。）

　
藍
住
町
　
稲
次
病
院
（
水
曜
日
・
土
曜
日 

受
診
前
に
要
電
話
連
絡
）

　
板
野
町
　
東
徳
島
医
療
セ
ン
タ
ー
（
対
応
日
は
確
認
す
る
こ
と
。）

※
休
日
・
夜
間
緊
急
病
院
は
、
変
更
し
て

い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず

電
話
し
て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

当
番
医

日

曜
日

行　

事
／
事　

業

17

日

第
７
回
い
た
の
童
謡
と
わ
ら
べ
歌
の
つ
ど
い（
文
化
の
館
・
さ
く
ら
ホ
ー
ル
）　

午
後
１
時
～

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

資
源
ご
み･

大
型
複
合（
粗
大
）ご
み
持
込
回
収（
板
野
町
環
境
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

18

月

保
健
師
に
よ
る
健
康
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
12
時

お
た
っ
し
ゃ
倶
楽
部（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
ク
ラ
ブ（
東
公
会
堂
）　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

19

火

雨
水

お
な
か
シ
ェ
イ
プ
運
動
教
室（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

20

水

若
い
世
代
の
血
糖
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
12
時

心
配
ご
と
法
律
・
人
権
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
１
時
30
分
～
４
時（
受
付
２
時
30
分
ま
で
）

21

木

ま
ち
か
ど
サ
ロ
ン（
東
公
会
堂
）　

午
前
９
時
30
分
～
12
時

１
歳
６
ヶ
月
児
健
診（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

受
付
午
後
１
時
～
１
時
30
分

22

金

管
理
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
12
時

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ　

ラ
ー
ジ
卓
球
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー（
健
康
の
館
）　

午
後
７
時
30
分
～

23

土

24

日

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

25

月

お
た
っ
し
ゃ
倶
楽
部（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

資
源
ご
み･

大
型
複
合（
粗
大
）ご
み
持
込
回
収（
板
野
町
環
境
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

26

火

血
管
若
返
り
教
室（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

27

水

心
配
ご
と
交
通
事
故
・
一
般
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
１
時
30
分
～
４
時（
受
付
３
時
30
分
ま
で
）

28

木

乳
児
健
診（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

受
付
午
後
１
時
～
１
時
30
分

月

日

曜
日

病
院
名

住
所
／
電
話
番
号

2 月
５

火

北
島
こ
ど
も

ク
リ
ニ
ッ
ク
北
島
町

6
9
7

–

2
2
2
1

６

水

つ
か
さ
ク
リ
ニ
ッ
ク
北
島
町

6
9
7

–

2
3
2
3

７

木

中
村
耳
鼻
咽
喉
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
北
島
町

6
9
7

–

3
2
1
3

８

金

健
生
き
た
じ
ま

ク
リ
ニ
ッ
ク
北
島
町

6
9
8

–

9
6
2
9

9

土

北
島
こ
ど
も

ク
リ
ニ
ッ
ク
北
島
町

6
9
7

–

2
2
2
1

10

日

春
藤
内
科
胃
腸
科
松
茂
町

6
9
9

–

3
7
7
7

11

月

谷
口
耳
鼻
咽
喉
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
松
茂
町

6
9
9

–

2
7
8
7

12

火

こ
ま
つ
ば
ら

整

形

外

科
北
島
町

6
9
8

–

5
1
0
8

13

水

く
ぼ
小
児
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
北
島
町

6
7
8

–

7
1
4
1

14

木

ル
ナ
ウ
イ
メ
ン
ズ

ク
リ
ニ
ッ
ク
北
島
町

6
9
7

–

2
3
2
2

15

金

香

川

内

科
藍
住
町

6
9
2

–

9
7
7
0

16

土

つ
か
さ
ク
リ
ニ
ッ
ク
北
島
町

6
9
7

–

2
3
2
3

17

日

山
田
外
科
内
科
北
島
町

6
9
8

–

5
5
0
0

18

月

森

本

医

院
藍
住
町

6
4
1

–

4
1
4
1

19

火

中

川

整

形

外

科

医

院
藍
住
町

6
4
1

–

2
2
8
8

20

水

稲

次

病

院
藍
住
町

6
9
2

–

5
7
5
7

21

木

浜

病

院
藍
住
町

6
9
2

–

2
3
1
7

22

金

安

芸

内

科
藍
住
町

6
9
2

–

6
1
1
1

23

土

中
村
耳
鼻
咽
喉
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
北
島
町

6
9
7

–

3
2
1
3

月

日

曜
日

病
院
名

住
所
／
電
話
番
号

2 月
24

日

田

根

内

科

胃
腸
科
医
院
北
島
町

6
9
8

–

0
1
2
3

25

月

清

水

内

科
藍
住
町

6
9
2

–

8
9
0
0

26

火

あ
い
ず
み
皮
ふ
科
藍
住
町

6
9
2

–

9
2
1
1

27

水

奥

村

医

院
藍
住
町

6
9
2

–

2
4
0
3

28

木

山
田
眼
科
藍
住
藍
住
町

6
9
2

–

8
1
1
8

3 月
１

金

矢

野

医

院
藍
住
町

6
9
2

–

4
4
1
1

２

土

健
生
き
た
じ
ま

ク
リ
ニ
ッ
ク
北
島
町

6
9
8

–

9
6
2
9

３

日

三
木
ク
リ
ニ
ッ
ク
北
島
町

6
9
8

–

5
1
5
7

４

月

山

根

眼

科
藍
住
町

6
9
2

–

8
1
7
1

５

火

西
條
耳
鼻
咽
喉
科
藍
住
町

6
9
2

–

8
7
1
1

６

水

富
本
小
児
科
内
科
藍
住
町

6
9
2

–

7
2
2
8

７

木

中
山
産
婦
人
科
藍
住
町

6
9
2

–

0
3
3
3

８

金

内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

オ

ク

ム

ラ
藍
住
町

6
9
2

–

4
7
7
1

9

土

こ
ま
つ
ば
ら

整

形

外

科
北
島
町

6
9
8

–

5
1
0
8

10

日

有

住

内

科

ク
リ
ニ
ッ
ク
北
島
町

6
9
8

–

8
6
5
5



いたの　すがお
2019年2月号

20

● 守ろう人権　みんなの幸せ ●

2月・3月の休館日　表中

※２月17日は「童謡とわらべ歌のつどい」開催のため、臨時休館いたします。

 
2月

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28

日 月 火 水 木 金 土
3月

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

25 26 27 28 29 30

日 月 火 水 木 金 土

24
31

お
は
な
し
会

日　

時　

二
月
十
六
日（
土
）

　
　
　
　

午
後
二
時
三
十
分
～

会　

場　

文
化
の
館 

図
書
館

内　

容　

紙
芝
居
や
絵
本
の
よ
み
き

　
　
　
　

か
せ
。
無
料
で
す
。

新
し
く
は
い
る
本

お
菓
子
の
か
が
く

津
田 

陽
子
／
著

お
い
し
さ
満
点
！ 

中
高
生
の
基

本
の
お
弁
当

ほ
り
え 

さ
ち
こ
／
著

あ
な
た
が
ひ
と
り
で
生
き
て
い
く

時
に
知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
こ
と

辰
巳 　

渚
／
著

指
揮
権
発
動　

  

横
関 　

大
／
著

木
曜
日
の
子
ど
も

重
松 　

清
／
著

次
の
人
、
ど
う
ぞ
！酒

井 

順
子
／
著

新
章
神
様
の
カ
ル
テ夏

川 

草
介
／
著

永
田
町
小
町
バ
ト
ル西

條 

奈
加
／
著

ま
よ
な
か
の
青
空 

谷 　

瑞
恵
／
著

い
ろ
い
ろ
な
か
る
た
を
見
て
み
よ
う

日
本
郷
土
か
る
た
協
会
／
監
修

最
新
！ 

リ
サ
イ
ク
ル
の
大
研
究

田
崎 
智
宏
／
監
修

ど
ん
ぶ
り
ん

新
井 

洋
行
／
作
・
絵

ト
イ
レ
ロ
ケ
ッ
ト

は
っ
と
り
ひ
ろ
き
／
作

え
ら
い
こ
っ
ち
ゃ
の
い
ち
ね
ん
せ
い

か
さ
い 

ま
り
／
文

ぼ
く
は
本
を
読
ん
で
い
る
。

ひ
こ
・
田
中
／
著

「
還
暦
着
物
日
記
」

群 

よ
う
こ
／ 

著

　

着
物
を
愛
し
て
四
十
年
。
迫
り
く
る

地
球
温
暖
化
、
着
物
嫌
い
の
愛
猫
、
長

す
ぎ
る
袋
帯
…
あ
ら
ゆ
る
困
難
を
乗
り

越
え
て
綴
る
、
一
年
間
の
和
装
エ
ッ
セ

イ
。
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
日
記

に
、
季
節
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
写
真

百
二
十
五
点
を
掲
載
。
読
め
ば
着
物
が

着
た
く
な
る
！

「
お
お
か
み
の
お
な
か
の
な
か
で
」

マ
ッ
ク
・
バ
ー
ネ
ッ
ト
／ 

文

　

あ
る
朝
、
ね
ず
み
は
お
お
か
み
に
ば

く
っ
と
食
べ
ら
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
お
お
か
み
の
お
な
か
の
中
に
は
あ

ひ
る
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。
い
っ
し
ょ

に
く
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
、
ね
ず
み
と

あ
ひ
る
で
し
た
が
、
り
ょ
う
し
が
お
お

か
み
を
ね
ら
っ
て
…
？
爆
笑
ま
ち
が

い
な
し
の
絵
本
。
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子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
慣
れ
親
し

み
歌
い
継
が
れ
て
い
る「
童
謡
」が

う
ま
れ
て
か
ら
、
平
成
三
十
年
に

百
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

童
謡
は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

一
緒
に
楽
し
め
、
心
を
豊
か
に
し

て
く
れ
る
音
楽
文
化
で
す
。

　

板
野
町
で
は
、
今
年
で
七
回
目

を
迎
え
る「
童
謡
と
わ
ら
べ
歌
の

つ
ど
い
」を
二
月
十
七
日
に
開
催

し
ま
す
。
百
年
歌
い
継
が
れ
た
童

謡
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

新
着
図
書
案
内

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

板
野
西
部
消
防
組
合
の
消
防

士
さ
ん
に
来
て
い
た
だ
き
、
十
一

月
九
日（
金
）防
火
防
災
教
室
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

火
災
に
関
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見

た
り
、
煙
体
験
を
通
じ
て
、
火

は
扱
い
方
を
間
違
え
る
と
怖
い

と
い
う
こ
と
や
自
分
の
身
を
守

る
た
め
の
方
法
も
学
び
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
地
震
の
揺
れ
を
体

感
す
る「
起
震
車
」に
乗
り
ま
し

た
。
実
際
の
大
き
な
地
震
で
は
、

建
物
や
家
具
が
動
く
程
の
揺
れ

が
起
き
る
こ
と
を
身
を
も
っ
て

体
験
し
ま
し
た
。
普
段
、
起
震

車
を
見
る
こ
と
も
体
験
す
る
こ

と
も
な
い
の
で
、
園
児
た
ち
は

ど
ん
な
こ
と
が
起
き
る
の
だ
ろ

う
と
興
味
津
々
で
し
た
。

　

園
内
で
も
毎
月
避
難
訓
練
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
防

災
に
つ
い
て
の
知
識
を
高
め
る

こ
と
が
で
き
る
と
て
も
貴
重
な

体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い

災
害
に
対
し
、
常
に
職
員
自
身

が
危
機
感
を
も
ち
柔
軟
な
対
応

が
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も

命
を
守
る
た
め
の
防
災
教
育
を

行
う
予
定
で
す
。

「
起
震
車
で
訓
練
を
し
た
よ
」

板
野
東
幼
稚
園

しっかり口と鼻をおさえよう

すごく揺れてこわかったね
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